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令和５年長審第１０号 

裁    決 

押船Ａ被押バージＢ乗揚事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 四級海技士（航海） 

  補  佐  人  １人 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官川西篤史出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの四級海技士（航海）の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和４年１月５日１０時１５分 

 平戸瀬戸北口 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 押船Ａ        バージＢ 

  総 ト ン 数 ４１４トン       

  全 長 ２９.９７メートル   １０７.８８メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関     
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   出   力 ２,９４２キロワット   

３ 事実の経過 

 (1) Ａの構造及び設備等 

   Ａは、平成１２年４月に進水し、ベッカーラダー２舵を備えた２

機２軸の平甲板中央機関型鋼製押船で、上甲板上には、船体中央部

船首寄りに最上層が操舵室、下層が船室等に区画された５層の甲板

室を配し、操舵室には、前部中央に操舵スタンド、その左舷側にレ

ーダー２台及びＧＰＳプロッター、右舷側に機関遠隔操縦装置がそ

れぞれ設けられていた。 

   操縦性能は、海上公試運転成績表によれば、船首喫水４.７０メ

ートル船尾喫水４.７５メートルにおける左及び右各旋回試験では、

機関回転数毎分１７５、速力約９.６ノットの状態から舵角４度を

とったとき、９０度及び１８０度回頭に要する時間が５１.４１秒

及び４７.９５秒並びに９１.６３秒及び８７.７３秒であり、前後

進試験では、機関回転数毎分２００、速力１０.５７ノットの状態

から全速力後進を発令したとき、船体が停止するまでの所要時間及

び最短停止距離が、２９.９５秒及び約６０メートルであった。 

   また、Ａは、平素、船体前部に全旋回型クレーン１基及びバウス

ラスターを備えた非自航式鋼製バージＢの船尾凹部に船首部を嵌入

し、その中央部両舷に装備する先端にゴム製フェンダーの付いた油

圧ピン４本を押し出して同凹部の外板に圧着することで、Ｂの船首

端からＡの船尾端までの長さが１１５.２０メートルの押船列（以

下「Ａ押船列」という。）を構成し、大分県津久見港と長崎県相浦

港間等の石灰石運搬作業に従事していた。 

   ところで、Ａは、令和３年１２月２９日関門港において抜錨する

際に右舷機の始動ができず、来船した造船所技師によって点検が行
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われ、同機始動弁の固着が判明したものの、予備品の手配に時間を

要することから修理を見合わせ、左舷機１機で運航されており、速

力及び舵効きが低下していた。 

 (2) ａ受審人の経歴等 

   ａ受審人は、高校卒業後、漁船に甲板員として乗り組み、昭和 

６３年４月に現有免許を取得して船長職を執った後、Ｘ社に採用さ

れ、平成１２年５月からＡの船長職に就き、平戸瀬戸の航行経験が

豊富であった。 

 (3) 平戸瀬戸 

   平戸瀬戸は、長崎県平戸島と九州本島間にある長さ約２海里の水

道で、同瀬戸北口の中央部付近に位置する同県広瀬から浅礁が南西

方に延び、同浅礁上に築造された導流堤（以下「広瀬導流堤」とい

う。）を挟んで長崎県獅子駒埼間の西水道と同県牛ケ首間の東水道

に二分され、西水道は平戸瀬戸ほぼ中間部の長崎県南風埼付近と南

北に直線上に通じ、東水道は牛ケ首付近で屈曲して北東方に通じて

おり、同県黒子島北東方沖合では、上げ潮流は北方へ流れ、最強流

速は６.３ノット、下げ潮流は南方へ流れ、最強流速は５.２ノット

であった。 

 (4) 本件発生に至る経緯 

   Ａは、ａ受審人ほか７人が乗り組み、船首５.５０メートル船尾

５.６０メートルの喫水をもって、石灰石６,２００トンを積載し、

船首５.２０メートル船尾５.５５メートルの喫水となったＢとＡ押

船列を構成し、令和４年１月４日１５時０５分津久見港を発し、憩

流時に平戸瀬戸を通過する計画で相浦港に向かった。 

   ａ受審人は、翌５日０９時２０分津崎水道北方沖合で昇橋し、 

０９時４５分計画よりも１時間早く平戸瀬戸北口に達し、三等航海
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士から船橋当直を引き継ぎ、０９時４８分僅か過ぎ二目照射灯から

０３６度（真方位、以下同じ。）１,２６０メートルの地点で、針

路を２０７度に定め、８.０ノットの速力（対地速力、以下同じ。）

で、手動操舵によって進行した。 

   定針したとき、ａ受審人は、最強流速時から間もなく大潮期の強

い北東流が残る状況下、速力及び舵効きが低下した状態で、憩流時

を待たずに入航すると、潮流の影響を受けて操船が困難になるおそ

れがあったが、北東流最強時から約１時間経過したので、潮流の影

響が限定的で無難に航行できるものと思い、潮流の影響の小さい安

全な海域で漂泊するなど、憩流時を待たなかった。 

   こうして、ａ受審人は、０９時５０分半僅か過ぎ二目照射灯から

０４４度６７０メートルの地点に達し、緩やかな左転を開始したと

ころ、潮流の影響を受け始め、速力が６.０ノットに減じ、０９時

５２分半僅か前二目照射灯から０７１度４００メートルの地点で、

左転を終えて１８１度の針路で、速力が減じながら続航し、１０時

０５分半少し前二目照射灯から１６１度１,１００メートルの地点

に至ると、ほぼ行きあしを失い、潮流の影響を受けて操船が困難に

なり、反転して西水道を北上するつもりで、左回頭を始めたところ、

針路が定まらないまま北東方に圧流され、１０時１５分二目照射灯

から１１４度６００メートルの地点において、Ａ押船列は、船首が

３５２度を向き、５.５ノットの速力となったとき、広瀬導流堤の

南端部に乗り揚げ、これを乗り切った。 

   当時、天候は曇りで風力１の北東風が吹き、潮候は上げ潮の末期

にあたり、付近には北方に向かう３.６ノット以上の潮流があり、

視界は良好であった。 

   乗揚の結果、Ａ押船列は、Ｂの船首部船底外板に凹損を伴う擦過
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傷等を、広瀬導流堤は、南端部の基礎ブロックに固定位置からの偏

位等をそれぞれ生じたが、のちにいずれも修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件乗揚は、平戸瀬戸北口付近において、最強流速時から間もなく大

潮期の強い北東流が残る状況下、速力及び舵効きが低下した状態で、同

瀬戸を通航する際、憩流時を待たなかったため、潮流の影響を受けて操

船が困難となり、広瀬導流堤に向けて圧流されたことによって発生した

ものである。 

 ａ受審人は、平戸瀬戸北口付近において、最強流速時から間もなく大

潮期の強い北東流が残る状況下、速力及び舵効きが低下した状態で、同

瀬戸を通航する場合、憩流時を待たずに入航すると、潮流の影響を受け

て操船が困難になるおそれがあったのだから、潮流の影響の小さい安全

な海域で漂泊するなど、憩流時を待つべき注意義務があった。しかるに、

同人は、北東流最強時から約１時間経過したので、潮流の影響が限定的

で無難に航行できるものと思い、憩流時を待たなかった職務上の過失に

より、潮流の影響を受けて操船が困難となり、広瀬導流堤に向けて圧流

され、同導流堤の南端部への乗揚を招き、船体及び広瀬導流堤それぞれ

に損傷を生じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の四級海技士（航海）の業務を

１か月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和６年１月２３日 
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     長崎地方海難審判所 

          審 判 官  菅  生  貴  繁  

 

 


